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研究の目的、概要、期待される効果

田んぼダムとは、水田を利用した水害軽減の取
組みです。水田は畦に囲まれているため、水を湛
える事ができますが、管理水深以上の雨水は排水
口から排除されます。そこで、排水口の穴の大き
さを縮小する仕掛けを施して流出量を抑制し、大
雨時に営農に支障のない範囲でできるだけ多くの
雨水を水田に貯められるようにするのが田んぼダ
ムの仕組みです（図1）。水田がもつ「水を貯め
る」能力を強化して、浸水被害を抑制します。例
えれば、ラッシュアワーの電車の混雑を抑えるた
めの「時差通勤」のようなもので、通勤時間を分
散させれば、過度な混雑が緩和されるように、流
出が速い都市域の雨水をまずは流下させて、水田
地帯からの流出を遅らせることによって、一度に
大量の水が河川や潟に集中することを抑えること
ができるのです。
当研究室では、田んぼからの流出を抑制するた
めの装置の開発、流域単位での効果検証のための
シミュレーションモデル（図2）などに加えて、
取組み普及のための支援体制に関する助言など、
田んぼダムの導入から取組み支援までを研究の対
象としています。
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・水害対策を必要とする全国の自治体新潟で始まったこの取組は、近年の豪雨災害
の増加傾向から、全国で注目を集めています。
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